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本論文は,日 常臨床で よく遭遇す る歯根部の
残存歯質が少ないいわゆる漏斗状根管に対 して,
FRPポス トと築造用 レジンを併用 した支台築造
法の有用性 を追究す ることを目的 として,FRP














行った。①築造用 レジン単体,② 築造用 レジンと
径が異なるプァイバーポス ト1本を併用,③ 築造
用 レジンとφ1.2mmのファイバーポス トを本数と
配置を変 えて併用,④ 鋳造支台築造,支 台築造が
終了 した人工歯は,シ リコーンラバー印象材の疑
似歯根膜 を介 してレジンブロックに植立 した。破
壊試験には万能試験機 を用い,試 料の舌側面に歯
軸に対 して45°の方向か ら,ク ロスヘッ ドスピー
ド0.5mm/minの条件で荷重を加 え,築 造体 あるい








用 した支台築造では,ポ ス トの径にかかわらず,






以上の ことか ら,漏斗状根管に支台築造 を行っ
た場合,築 造体の弾性係数が歯根の破壊様相 に影
響 し,FRPポス トを併用 したレジ ン支台築造 を



















するものと認め,本 審査委員会では合格 と判定 し
た。
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